
体
修
理
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
基

社
殿
を
一
九
七
八
年
七
月
に
解

を
相
伝
し
て
い
る
。

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

奈
良
市
高
畑
町

奈
良
県
教
育
委
員
会幸

男
•
松
浦
寛
一
―

鎌
倉
時
代
し
室
町
時
代

の
屋
敷
地
東
南
部
に
あ
る
。
千
烏
家
は
春
日
若
宮
神
社
の
神
主
を
務
め
る
家
で
、

初
代
若
宮
神
主
中
臣
祐
房
（
長

承
四
年
〈
保
延
元
、

祐
明
（
建
久
四
年
〈
一

一
三
五
〉

就
任
）
の
子
孫
で
第
九
代
目
の

一
九――-〉

就
任
）
よ
り
代
々
若
宮
神
主
職

西
向
き
一
間
社
春
日
造
り
の

八
王
子
神
社
は
春
日
大
社
の
南
方
約
五

0
0
m
、
新
薬
師
寺
北
東
の
千
鳥
家

7
 
6
 
遺
跡
の
年
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

5
 

神
社

4
 

亀

田

博

・

堀

3

発
掘
機
関

2

調
査
期
間

一
九
七
八
年
（
昭
53)
七
月

1

所
在
地

は
ち
お
う
じ
じ
ん
じ
ゃ

奈
良

・
八
王
子
神
社

8
 (5) (4) (3) (2) (1) 

其
水
湧

天
衛
羅 寿
命
四

及
他

壇
内
か
ら
遺
物
が
折
り
重
な
っ
て
出
土
し
た
。
社
殿
の
基
壇
は
南
北
一

・
三
m

東
西
一
・
五

m
で
自
然
石
を
組
ん
で
築
か
れ
、
中
央
部
分
に
は
四

Ocm
大
の
石

が
二
つ
南
北
に
並
べ
て
置
か
れ
、
そ
の
上
面
を
中
心
に
鏡
像
・
懸
仏
一
五

0
点、

鏡
三
点
、
六
花
形
飾
金
具
一
点
、
カ
ヤ
の
実
―
一
点
、
細
軸
木
片
約
一

0
0
点、

柿
経
約
一
四

0
点
が
埋
め
ら
れ
て
い
た
。

鏡
像

・
懸
仏
は
火
を
受
け
た
痕
跡
が
明
瞭
で
あ
る
が
出
土
地
付
近
に
火
を
焚

い
た
形
跡
は
な
く
、
別
の
場
所
で
火
を
受
け
た
も
の
が
一
括
し
て
埋
納
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
カ
ヤ
の
実

・
細
軸
木
片

・
柿
経
は
火

を
受
け
て
お
ら
ず
、
鏡
像

・
懸
仏
を
埋
納
す
る
際
に
同
時
に
埋
め
ら
れ
た
と
み

ら
れ
る
。
柿
経
と
細
軸
木
片
は
鏡
像
の
間
に
挟
ま
っ
て
出
土
し
て
い
る
の
で
、

同
時
に
埋
納
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
。
柿
経
約
一
四

0
点
の
う
ち
墨
書
の
あ
る
も

の
は
八
二
点
で
、
今
回
は
釈
読
の
で
き
た
柿
経
―
―
一
五
点
を
紹
介
す
る
。

木
簡
の
釈
文
・
内
容
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2007年出土の木簡

八
四
年
）

9

関
係
文
献

柿
経
は
一
般
的
に
一
行
一
七
文
字
で
、

頭
状
を
呈
す
る
。

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
『
三
郷
町
平
隆
寺

(35) 

〔
如
是
ヵ
〕

「ロロロ

闘

受

福

利

不

可

一
九

（
付
）
奈
良
市
高
畑
町
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(
3
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 x
(
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 X
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8
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二
0
枚
ま
た
は
四

0
枚
で
一
組
と
な

る
。
今
回
報
告
の
柿
経
は
片
面
の
み
書
写
さ
れ
、
大
き
さ
は
幅
広
薄
手
で
あ
る
。

こ
う
し
た
特
徴
は
、
室
町
時
代
後
半
以
降
の
も
の
に
み
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
破

片
で
完
形
の
も
の
は
な
く
、
固
閲
が
か
ろ
う
じ
て
上
端
の
原
形
を
と
ど
め
て
圭

内
容
は
い
ず
れ
も
『
地
蔵
菩
薩
本
願
経
』
で
あ
り
、
①
し
③
は
「
初
利
天
宮

神
通
品
第

一
」
、
⑤
り
は
「
閻
浮
衆
生
業
感
品
第
四
」
、
⑧
し
図
は
「
地
獄
名
号

品
第
五
」
、
関
は
「
校
量
布
施
功
徳
縁
品
第
十
」
の

一
部
で
あ
る
。

八
王
子
神
社
出
土
懸
仏
』
（
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
四
七
、

（
鶴
見
泰
寿
）
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